
職業学科を設置している知的障がいの特別支援学校

寄宿舎：無

北海道新得高等支援学校十勝管内

スクールバス：無

(校章)

■学校の基本情報

〒081-0032 上川郡新得町西２条南７丁目２
ＴＥＬ ０１５６－６４－２０２０

ＦＡＸ ０１５６－６４－２０２１

E-mail shintoku2016-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.shintoku2016.hokkaido-c.ed.jp

□ 住 所
□ 問 合 せ 先

□ 学校Webページ

■本校の概要

□ 学校教育目標
「自ら学び 共に高め 豊かな『生きる力』を育てる」

□ 校 訓
「自主」「協働」「自省」

□ 概 要
本校は平成28年に開校した知的障がいのある生徒を

対象とした特別支援学校です。木工科、家庭総合科の２

学科を設置しています。知的障がいのある生徒の学習上

の特性等を踏まえ、新得町の豊かな地域資源を活用した
作業学習などの学習を通して、「生徒一人一人の『生き

る力』」を養う教育を行っています。

■特色ある教育活動

【 木工科 】

木工科では、スツールやベンチ、レーザー加工機によるネームプレートなど、木工製品の製作を中心

とした学習活動を行っています。

【 家庭総合科 】

家庭総合科では、縫工作業、製菓、コーヒーの焙煎などを中心とした学習活動を行っています。

【 校外作業学習 】

第１学年は９月に1週間、第２学年は６月に１週間、新得町内の企業等にご協力いただき、地域社会

の中で実際に体験しながら「働く」ことを学びます。リゾート施設や福祉施設、新得町役場、公民館な
ど、新得町内の企業や施設等で学習を行います。

【 さくらプロジェクト 】
本校の生徒が、町内の新入学児童に向けて木製椅子や給食セット（エプロン・三角巾）等の製品を製

作し、入学記念品として贈呈します。この取り組みは新得町と共同で行う社会貢献事業です。働く意義

を理解し地域に貢献する態度を養うとともに、自己有用感、自己肯定感を育てることを目的としていま
す。

【 ＩＣＴ機器の活用 】
パソコンやタブレットなどのＩＣＴ機器を積極的に活用した授業を実践し、効果的な学習活動を展開

しています。
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家庭総合科：製菓作業家庭総合科：縫製作業木工科：木材加工

ＩＣＴ機器を活用した学習さくらプロジェクト椅子の贈呈校外作業学習

■教育課程の特徴■第１学年生徒の週時程表

国語や数学などの各教科の学習を中心に教育
課程を編成しています。また、作業学習では、

働く力を身に付けることを目的に、所属する学
科の作業学習や、校外での作業学習を実施して
います。

□ 自立活動の指導

教育活動全体を通して自立活動の指導を行うと
ともに、自立活動を時間割に位置付けて指導を
行っています。

□ 選択授業

国語、数学、理科、社会、外国語、情報、家

庭、保健体育、音楽、美術の教科から興味のあ

る授業を選択し、主体的に学習に取り組む機会
を設定しています。

□ 保健体育

金曜日３校時の授業の他に、１校時に体力向

上を目的として、継続的に運動する時間を設定
しています。

※保健体育は各学年で行う１単位の授業の他に、

月～水と金に行う全学年合同の授業がありま
す。

※保＝保健体育 自＝自立活動の指導
※「総合的な探究の時間」は特定の時期に実施

＊ 登校時間 ８：３０（月～金）
＊ 下校時間 １５：０５（月～金）

【第１学年木工科】

金木水火月

保/自

作業学習

保/自保/自保/自１

国語

作業学習作業学習

外国語２

保健体育社会３

音楽情報４

LHR職業
美術作業学習

数学５

総合理科選択６

【第１学年家庭総合科】

金木水火月

保/自

作業学習

保/自保/自保/自１

国語

作業学習作業学習

外国語２

保健体育社会３

音楽情報４

LHR職業
家庭作業学習

数学５

総合理科選択６

■卒業後の主な進路先について（令和４年度実績）

□ 一 般 就 労（就労継続Ａ型含む）～４名【運送業、食品製造業、調理補助】
□ 福祉的就労～４名【就労移行、就労継続B型】

□ その他～１名 【町内授産施設】
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学校のWebページ


